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第１２回研修会                                          

全体研修１ 会場校 ・城浜小学校の取り組み    城浜小学校 早田浩二先生 下家百合子先生 

  城浜小学校では，全校児童８９人中３１人が外国に

ゆかりのある児童です。現在１５名が日本語指導を受け

ています。お互いを認め合えるワールド行事の実施に加

えて，ひとりひとりの自国の文化や宗教に配慮したきめ

細やかな指導がなされています。授業中に作成した 

教材を持ち帰らせ，家庭での学習につなげるなどさまざ

まな工夫が大変勉強になりました。 

 

 

 

       

全体研修２ グループ研究（発表） 

・春吉小学校 山本光一先生  立和田理恵先生 

一年間を通して取り組んでいたグループ研

究の発表を行いました。研究したいテーマをもと

に８つのグループに分かれて進めてきた実践と

成果と課題の発表を行いました。また発表に対す

る意見やアドバイスを付箋に書きフィードバッ

クも行うことができました。それぞれ充実した発

表ができ，昨年よりも研修をさらに深めることが

でき，完成度の高い発表が多かったように思えま

した。 

 

 

 

 

 

全体研修３ 一年間の成果と課題 

  ・内浜小学校 池田芳江先生 村山あすか先生 

 一年間の成果と課題を小学校は池田先生に中学校は村山先

生に発表していただきました。今年度一年間を振り返り，来

年度へとつなげる大変良い時間になりました。これから各々

で研究紀要を熟読し，今年度の成果と課題を念頭に置き，来

年度さらに充実した研究会にできるよう研究を深めていき

たいと思います。 

日本語を母語としない子どもたちとともに 

JSL日本語指導教育研究会通信 

JSL（=Japanese as a second language） 

 

 

〇付箋で感想や意見を出し合うことで，主

体的に参加できた。 

〇多岐にわたる研究の発表を見せていただ

き大変勉強になりました。 

〇ワールドの行事である学習会，発表会，卒業生を送る会，ランチ会などいろいろあって交流がさかんだと

思いました。 

〇児童の実態に合わせた支援・手立てがされていていいなと思いました。 


